On Chinese Classics as a basis and a motive of the Dutch Studies in Japan by 板沢 武雄
蘭学発達の基盤及び契機としての漢学
著者 板沢 武雄
出版者 法政大学史学会
雑誌名 法政史学
巻 11
ページ 1-12
発行年 1958-11-01
URL http://hdl.handle.net/10114/11166
蘭学発達の基盤及び契機としての漢学
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漢学・儒学は徳川時代の文化の基調であり、国民教養の基本であったから、蘭学も漢学の基盤の上に発達した。杉田
玄白が蘭学事始伏〉蘭学の発達が速かであった理由は、「実は漢学にて人の智見開けし後に出たる事ゆへかく速かなりしか知るべからず」といっている。蘭学者岡研介は、洋を学ぶにはまず漢に通じなければならぬとて、豊後日田の広瀬淡窓の門に入り、更に福岡
ω
亀井昭陽の門に転じて漢学の素養を深めた後、長崎に行ってシ
i
ボルトに従学したとい勺
そこで思うのであるが、当時多くの訳書が漢文で人名・地名等の固有名詞までが漢字で 中にはその漢字に仮名をつ
けている有様である。このことを今の人はでたらめに当て のであろうと思う人もないではないが、決してそういうわけではないのである。
漢字の字音には呉音、漢音、唐音というものがあり、例えば行という字を呉音ではギャウ、漢音ではカウ、唐音では
アンという。呉音とは中国と直接交通しないで、朝鮮（百済）を仲介としていた時代、中国南方（呉）の音を伝え ものらしい。漢音というのは惰唐との 国交が開けてから入って来たもので、陪唐時代の北方音 基づく標準的発音であったらしい。唐音とは明・清時代、特に中国の南方音を伝え もの る。中山久四郎博士に「唐音考」「唐音十八考」の論文がある
江戸時代には、長崎の唐通事、一派の信者、一部の小説家、並に好事家 間に中国音すなわち唐 の研究が行われ
た。江戸時代に中国を唐山 呼ぶこ が流行したから、唐音とは唐山の唐という意味 あろう。明人の帰化したも の子孫が多い唐通事、黄葉の僧等は唐音研究 本 なったであろう。江戸時代第一 唐音家といわれたのは岡島冠山であ
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る。彼は享保十三年正月二日に五十六歳で閉
校
した。長崎
の
人で幼より唐音に
親
しみ、同郷の国思靖及び清人王庶常に或
は師事し、或は質問して深く唐音を学んだ。江戸に遊んで荻生祖徐等
の唐
音の
師となり、又大
坂
と京都に至り、ここで
も従遊するものが頗る多く、宝永・正徳・
享
保の三年代の唐音研究
家は
直接間接に冠山
に
師事したといってよい。雨森
芳洲及び荻生租徐等の唐音家が出たばかりでなく、近松門左衛門の大職冠（正徳三年）国姓爺合戦（正徳五年）等に唐音が利用されている。
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長崎の唐通事を訳司統譜について見ると、鴻（不明）、林が福建、中山が福州、頴川は福州、深見は溺海、彰城（本
姓劉氏）、陽
h本姓欧陽氏）、沼地（本姓林氏）、一
‘一 一 一 叩 （ 林
を
二木と小一戸
神
代（本姓熊司〉、
ヲ河間（本姓食氏〜、守高尾（本
姓奨氏）、清河（本姓張氏〉、河副（本姓河氏）、吉島（本姓
鄭
氏）、東
海
（ 本
姓徐
氏）、西村（本姓陳氏）、遊龍（本姓鄭
イワ
L T
ガオオ
f
氏）、早野（本姓食氏）、岩永（本姓厳氏）、
銀
鹿（本姓貌氏）等
の
本
籍
地は
多く不詳
であ
る
が、当時来航の支那船は口
船、中奥船、奥船共に主とし 南方系の中国人であ
っ
たので、自然と南方音が長崎に於ける標準中国音とな
っ
たも
の
の
ようである。
本木仁太夫（良永）の新制天地二球用法記のことは論じたことがある日吋この書の巻頭
に
和解例言あり、そ
の
うちに、
唐通事石崎次郎左衛門ニ唐音ヲ学ヒ、和蘭文字ノ語音－一漢字ヲ合セ記スルナリ（中略）和蘭左行横文字聯合反切帰納ノ字韻唱法弁－一唐韻仮借文字左ノ如シ
ι
町 旬 （
A
〉からや以（
ZUY
）まで一九五
O
をあげていて、漢字をオランダの
発
音にあてはめるに、決してでたらめで
なく、整然たる法則に、ょったことを示している。
漢
学が蘭学の基盤であることが、こうした方面においても認められ
るわけである。石崎次郎左衛門は前掲の訳司統譜に左の如く見える。
寛政三亥年二月九日目付役ヨリ小通事並－一被仰付 受用銀四貫目被下置候、同九巳年間七月廿三日小通事被仰付候、次に蘭学発達の契機としての漢学を考うる一つ 試みとして、古医方の唱道を取りあげて見たい。 れも既に論じた
事があるが、この機会
に
やや詳しく述べて見た
い 。
封建制と
鎖
国制下
に
あ
っ
た徳川時
代の
、学界
に
現われた新
傾向すなわち
新学
の
唱道
は
、二
つの
方向
をと
ゥ
た
c
一
は封
建制を超脱しようとする復古的な志向であり、一
山 ト 一 鎖
国制と矛盾す
る開
国進取的な志向、すなわち西洋の新学
説の
積極
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的な受容であった。この二つの志向は一見異るが如く、また無関係な如く思われるが、新
学であ
る点におレて同じく、
且つその現状打開の理念において相通うものがあ
っ
たのである。
はじめに説いた如く、徳川時代の学問の基調をなしたものは漢学（儒学）であった。漢学において復古的志向をとっ
た新学の唱道は、古学派において見られる。古学派
の歴史
的性格を明かにするため
に
、近世史上における漢学（儒学）の
慮義を一般的に考えて見る。第一は漢学の独立的地位であ 。彼の美術が仏教美術から漸く独立してそれ自らの領域をもっに至ったと同じように、
漢学が僧
侶の手から離れて儒者の手に移り独立の立場をもつようになった。藤原慢鏡、林
道春、朝山意林庵等皆仏門から儒に転向した人々である
。
第二は封建的指導精神としての漢学儒学の採用である。近世
的理念は中世の否定に現われる。中世は仏教を
基調とする理念に支配さ
れていた。そして中世の仏教は宗教としての権
威の外に、更に封建的権威をも
っ
て俗堺
に君臨し
ていた観がある。織田信長以降の近世の新封建政治家の目的は封建制
の再編成と統一国家 建設 あ
っ
た。封建的統一国家においては、宗教も学問もその統制下にあることを要求する。わ
が国の仏教は常に国家権力と結びつき その保護をうけ、或る場合にはそれに迎合する態度をさえ示して発展して来た歴史をもっているから封建的統一国家の統制に服することは必ずしも困難ではなかった。徳川家康に至っては、仏教は完全に近いまでに政治権力の膝下に屈服した。封建社会
の指導精神
としては、仏教はもはや新鮮な魅力を欠いていた。
ここに儒教が仏教 代って封建政治家に りあげられる機会に際会したのである。
徳川幕府が儒学を採用奨励したのは、中世末期以来の
殺伐な
下刻上的な世相
に
、転換と秩
序
とを与えるために、儒学
の文治主義を前面に出すことの便利を知ったからであろ 次 三に儒
にお
ける朱子学の役割についてである。徳
川幕府が採用したのは宋学特 朱子学であ
っ
た。しかしながら徳川時代の采学は、決して中国における宋学と同一では
なかった。学問の発生発展 社会 な条件 異にし る。およそ学問 外敵を控えて民族的困難に遭遇した時に異常な反省の結果、観念的な上昇が見られるも であ
る 。
宋においても契丹・金・元と相次ぐ外民族のために苦しめら
れている聞に、宋以前 学風であった訓話 風が一
変さ
れて窮理の学風が起
っ
た
。しかるに徳
川時代の采学の発達は
中国の場合とは異り、平和の花園に移されて幕府の庇護のも 生育したのである。故に必ずしも形市上的な深い義理の究明が要求された ではなく封建的主従関係に応用し易い道徳的規範や、封
建的機構を
正当化するに便利な理念など
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四
が、封建秩序の維持のための思想的支柱として採用されて役立ったことが多い。朱子学が徳川政権に結びついたが、儒者の説くところは当時の日本にうまくあてはまったかというと、否、注意すべき誤謬と矛盾とを包蔵していたのである。彼等の説く唐虞三代はいわば神話的理想郷である。これを無批判に時代を超越して現実の社会を律するに足るものと考えたことは、あだかも中国という特定社会に
’発生発達した政治道徳の規範を無批判に普遍妥当なものとして、わが
国にそのまま適用し得ると考える と同じく無 があった。この時間 空間を超越 る所説に、誤謬と矛盾とが包蔵されていた。ま 儒者 治国平天下の教化主義政治主義をその立場とするが 彼等のいう治国平天下の道 は何か。無為にして化するか、礼楽制度による のこつである。中国において、このいずれもが空想的理想的なものであったことは、事実上同一政権の長続きす ことができな で、易姓革命が反覆されたこ によ て明らかである。徳川政権の治国平天下は何によってなされたか、またなされようとしたか。それは無為でもなく、礼楽でもなく、制度であった。川時代に制度の研究や論議が盛んであっ わけがここ あったので る－
儒者にとって、彼等の奉ずる儒者のドグマ主実際社会とをどのように調和妥協させるかが問題となり、悩みとなった
のである。この悩み 克服が、とりもなおさず徳川時代に於け 儒学の日本的展開を必然的に導いた。外来の教学を日本的に展開するため 、第一に彼の歴史的性格から超脱する が必要であり、第二に彼の普遍妥当性を日本人の伝統的精神内容のうち とりいれる必要がある。古学派の発生発展は宋・唐・漢の儒学を超えて孔孟 まで測源することによりて、或る程度まで中国の歴史的性格から超脱 孔孟の教 内面 直ちに参じて そこ 普遍的根拠を求めようとしたのである。こ 瀕源的な学風が、復古的形態をとった新学 勃興をうながした。国 発達や、医学 おける古医方の唱道はそれである。この淵源的志向が、蘭学と呼ばれた西洋科学 受容 、相通うものが り、役立つところがあった。国学 四大人の一人である平田篤胤が傷寒論考証 著わし、古医方、古学派と相通ずる ころがあったごときその一例である。
こごに特に古医方の唱道につい述べる。中世以降の漢方医学は、元代に起った李果（東垣と号す）朱震享（丹渓と号す）
のいわゆる李朱医学で、そのわが国に伝
っ
たのは足利時代（明の時代）の末、田代三喜が明応七年（一四九八）明（滞在十
マナセ
二年という）から帰朝 て、関東において李朱医学を唱道し、や て天文年間 りそ 門下の曲直瀬道三 よ 京都
”‘ 伊、
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に弘まり、これより宋医方が廃れて李朱医学がこれに代り大いにわが国に行われることとなった。道三と時を同じうして関東に永田徳本があり、はじめは李朱を学んだが、後に後漢の張仲景を宗とし、その傷寒論がわが国に行われはじめたことは、後の発展のために注意すべきことである。
中国の医学は陰陽五行説に基づいている。五臓（心・肝・牌・肺・腎）を各宇宙の元素（木・火・土・金・水）に相当す
るものとし、六蹄（胃・大腸・小腸・胆・勝脱・三焦）は内臓の補助をなし、脈によって連絡されている 生理学は陰と陽とのこ個の原理 よりて臓蹄の機能を説明し、疾病の原因は、 を外邪と内因とに分ち、外邪は寒・熱・風・湿・飲食であり、内因は喜・怒・
1 ．憂・思であるとした。宋医学になると性理説の影響をうけて五運六気の説が論ぜられた。五
運とは木・火・土・金・水の五行運転の気、六気とは初・二・三・四・五・終の六節次序の気をいう。人 生るるや五行一身に備わ 生気（陰陽）内に根すると雄も、また天地 気の巻訂するに従い、五運六気またこれに応じて、その脈に現われる。もし天地の気和し、節令時に気運調うて寒熱順なる き 人は健康である。これに反して、天地の気に大過不及のあるとき また 運不及のあるときは風・熱・燥・湿 寒ありて各一気を司どり、運大過なるとき 勝たざるものが邪をうけ、順をもっ 相承け、逆をもって相勝ち、勝復循環の道が行われる。それ故 疾病 治する 、歳令（五運六気）を詳にし、そ 形証（疾病） 察し、脈息を明かにし、陰陽を別ち、五運六気の補潟を求む ことをつとむべしと教えた。
元の李果は、疾病は内外二傷に因ることを説き、牌胃を滋補し、元気を昇上せしむることを、治病の要訣とした。李
果の門に羅知悌、羅知悌の門 朱震享出でて、李果の説の内
傷
に詳かなると、張仲景の説の外傷に詳かなることとも併
せて治方を立て、和平 剤を用いて元気 補益することを主とした。この期の病理学は先ず外感と内傷とを区別した。外感は風・寒・暑・湿 して、張仲景の傷寒論の説によったものであり、内傷は飲食、起居等の不摂生によるもので李果の内外傷弁惑論に説くところである
D
朱震享に至り、更に五臓の火、六慾七情によりて起る相火の説と、僻伊／証の論
を加えた。かくて疾病を五臓の管から発する内病と 経絡よりして悠ず 外病 に分 また疾病を気 血 疾 慢四症に分けた。
漢方の説と相並んで、蘭学発遣の基盤及び契機としての漢学
また仏家の説がわが国に行われた。有部昆奈耶雑事第十二に、
「復百一の風病あり、百一の黄
ヨま
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~・J 、
病、百一の疾麿病、百一の総集病、総て四百四病ありて内より生ず」とあり、四十華厳第十二、金光明最勝王経除病品その他の蔵経に散見するところ比よれば、疾患の原理を説いているのに、三種もしくは四種ある。印度医方の根本原理は、身体を構成している三要素は、風・胆汁（熱・黄）・疾（又疾癒）であり、この三つが常態を失えば病気を起す。この三つを合せたも を総集という。また地・水・火・風の四大不調によりて病気・を起す、 犬不調・飲食不調による疾病は医術’によって治すことができるが、罪業によって起る病は罪障機悔の力によらなければならないと説く。
要は中世以降の漢方医 は、李朱医学であって、それ以前の漢方医学と同様、もとづくとニろは儒学にも共通する中
国人の自然観である、陰陽五行をもって天地人三才を貫く法則であるという観念に立脚して 陰陽五行説を人体にも、あてはめたも であり、かつ栄学の影響を受けた思静的な医学であって、経験と 察とから遊離した思排に立
っ
たもの
であった。そして 病を診て死生を決す もの、司命官であるという観念が強くなり、対症治療の法よりも、観念的病理説の方が重きをおかれた。ま 仏教 業因説が 般に浸潤して 生くべきものならば医術を施さなくても生き、死すべきものならば医術 力をもってするも、如何 もし難いという観念が支配した。
源平盛衰記第一、大臣所労事、命は即天の与にあり 天の心を知らずして療治を加と云とも、扇鵠何の益かあらん、（中略）其運命を計るに、以て天の心にあり、争か天の心を不
v察して、愚に医療を致ん、況又所労若定業たらば加二療治一とも無
v益、もし又非
業たらば自然に癒る事をうべし、彼書婆が医術及ずして 釈尊浬繋に入給き 是則定業 病癒ざる事を示さんがためなり、（中略）仮令四部（轄 ） 書 鑑て百療に長ずと云 も、争か有待 依身を救療せん、仮令五経（諸民間的諸碕）の説を詳しく衆病を癒すと云とも、量先世の業病を せんや、
右は平重盛の言葉として記す。当時の医術に対する一般の考え方が示されてをるとすれば は学問としても、技術としても、その価値が低下していたとも云える。
近世になって、医者が僧服をまとい、僧官僧位 拝し、かつ儒を兼ねるのが一般であった。需にして医を兼ねた人の
元祖は慢需の門人の堀杏庵であろう。江村専斎も儒に た。伊藤仁斉は儒医 紳を作り、儒にして医を兼ねるのは学問のために不可とした。 かるにそ 門人並河天民はこれ 反対し、邦医の恒繰なき者は宜しく岐黄を兼ぬべ
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し、偏に儒を以て居れば則ち産支へ難く、終に或は其の志を固くすること能はざるべしと説いて、自らこれを実行した。藤井慨斎、黒川道祐、貝原益軒、三宅斉、岡白駒、藤原蘭林、佐々木琴堂、滝鶴台、原雄一九桂、高瀬学山、同玄聞、伊藤冠峯 西山拙斎、吉田
重
敬、橘春陣、亀井高浜等は皆儒医であった。
この儒学、仏教の医学の領域えの支配的勢力を克服して、医学の独立的地歩を築こうとして起った運動が古医方の運
動であっ 古医方の医家を古方定という。古方家の祖は名古屋玄医航鳩一切鳩であり、古家の四犬家と称せら る後藤良山諜什弓香川修庵諒一芸吉益東洞般一
2 3
山脇東洋諒一だ年である。大体彼等の時代は儒学の古学派の盛時であった。
古医方が儒学における復古的淵源的な古学の影響をうけたことは疑いない。古方家の雄である吉益東洞は、古学の 派荻生担保の流を汲み、租徳の門人山県周南を師 し、滝鶴台を友とした。彼は「儒医難
v不
v同也、其復
ν古一也」
4
日 明 与 と
いい、「不
ν学 一 一 古 文 辞 一 者 、 不
ν能
v読－一傷寒金匿一也」蘇叫ん時帰といっている。また先哲叢談後一編によれば、彼は「常称こ
東洋一目、我医方盟国ニ之今之儒流一 洋伊藤仁斎也、先
v衆啓二其端一話局、吾輩不言敢譲一一物租徐一鴬」といっていたという。
しからば古方家はいかなる復古朔源を試みたか、吉益東洞を中心として述べ 見ょう。東洞の著作の今に遺っている
ものは、呉秀三 富士川滋二博士の校定になる 全集んか恨七に収められ、ま 門人肥後の山部琴山の医道二千年眼目編がよくその真髄を伝えている。東洞は元総十五年広島に生れ、後京都に出でて東洞院で医を開業した。彼もはじめは李朱の医説を講究しそれを信奉していたが、その後次第に李朱の学説に疑惑をさしはさむようになり、諸書を渉猟するうちに、口口氏春秋を読み、その中の畢数 達郡伊
fの二一編に至り、暗昧の中にて一道の光明に接する思をなし、忽ち病は害
なることを知り、病を治するはその毒を去るにあ ことを悟った。更に史記の扇鵠伝を読んで「越人為
v方也、不
v待 下
切
v脈望
v色聴
v声写土形、号一口二病之所予在」とあるに至って、益々その我が所見の真理なることを知り、また中国の古医方
として今日に残っているのは、後漢の張仲景が秦末漢初の として伝えた傷寒論があるのみであるとなし 深く傷寒論に沈潜して、遂 万病一毒論を樹つるに至った
「万病一毒不
v論ニ其因－治術是攻」戸川醐一弥といい、従来の医は「肢
v因失
v治実」臨といい、「因者想像也、以－一想像一為三
治本一吾不
ν能
v信」憾といった。彼は医者に疾医と陰陽医と仏家医とある、陰陽医の説は東西両晋以後の説である、宜
しく両漢以前の疾医の古 復しなければならぬと説いた。これが実に二千年来の眼目を開いた所以である。「死生者命
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也、自
v天作
v之其唯自
ν天作
ν之、医鷲能死二生之一哉、（中略）蓋死生者医之所
ν不
v与也、疾病者医所
ν当
v治也、故日尽ニ
人事一市待二天命日有人事之不
v尽、量得
ν委二於命一乎、（中略）後世肢ニ惑死生一疾病不
ν能
v治
ν之、是宣不
v調
v医乎」世清と
いい、医者はた
Y
病苦を救うだけである。「漢唐以降二千年来医者以
ν知二死生一為ニ第一義一一也、是不
ν可
v知市為
v知 也 、
（中略）死生者天之与－一人間一駕、辞使
s病医知ニ生死一於＝一医者之与三病者一有二何益一乎」監…馬雲といった。
古方家に対して従来の漢方家を後世家という。後世家の観念論的であるのに対して、古方家は実験に重きをおいた。
山脇東洋は後世家の所説の荒誕無稽なことを覚り、第一に古来の内景説に疑をはさみ、瀬を解剖してその臓蹄を実視し、更に宝暦四年（ 七五四）二月七日刑屍を解剖して蔵志（剥胸腹図・九臓前面図・九臓背面図・脊骨側面図の四図と説明）を作る。「構者獲一一蛮人所〆作骨節側剥之書一当時磁々不
v妹、今視
v之、胸背諸蔵、皆如－一其所下図、履
ν実者、万里同
ν符 、
敢不－一嘆服－」と。これを要するに、古医方の展開は 儒仏両思想 混迷を排除して、医学に独立の地歩と科学性とを与え、西洋医学との連繋をつくったところに歴史的意義がある。
蘭学創始の一人杉田玄白も「良山・秀巷・東洋・東洞の四先生は近来の人物にて、陰陽五行 妄説を看破せられしは
卓識なれども、外に実徴を取りて折衷すべきもの〉備らざる時に生れし身なれば、其論 する所臆断を免れず、疎漏なる事あり、これ其人の罪にあらず、時未だ開けざるゆゑなるべし、翁がごとき不才のものも幸 文運開くる時節 遇ひ、万事備は るの化を蒙る事なれば悉皆実徴の事共 従事す き のみ多 」榔騨と。先人の志向 同じうせることを認む と共に、実徴の西洋医学の更に優越せることを述懐してい のである。
西洋医学の特色として、漢方医学に優る点として指摘された第一の点は、実験実証に立脚してレる科学性にあった。
宇田川玄随の内科選要噌描主の桂川尉瑞の序に、「夫泰西之学尚－一実効一不
v屑二空論一」といい、玄随の序には、「始知下
其学、信実明徴、皆拠二実物一市為三一言、未申嘗虚設 空論とといっている。また玄随の嗣子宇田川玄真（榛斎）の医範提網
JAM
一一出は、蘭方医生の入門書として多く用いられたものであるが、その題言中に次の如くいっている。
和蘭ノ医書ヲ概シテ云へパ、格物窮理ノ書－一ハ徴試ノ法ヲ垂レ、測験ノ器ヲ設ク 凡ソ両問ノ諸象形質ヲ明－一ス、療疾ノ書－一ハ形器ノ盛衰、諸液ノ変化－一従テ病原ヲ論ジ、自然ノ良能－一蹟ヒテ病 ヲ察シ、診侯ヲ分チ、証治ヲ審ニシ、又地方ノ経度－一就テ寒熱ノ気候ヲ徴シ、山海ノ風土－一従テ一粟賦 強弱ヲ排ジ、其宜－一応ジテ内外ノ技術ヲ施ス、
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方剤ノ書－一ハ質験ノ群方ヲ収録シ、応症的侯ヲ具へ、剤ヲ作り方ヲ処スルノ規短を示ス、（下略）解体新書以来わが国の医学医術は、その面白を一新し、西洋の科学的医学の研究を深めて行ったのである。山片幡桃
の夢の代皆川二年にも、
和漢ノ医タル古 一ナヅミテ、西洋ノ実見実功ヲ得タル シラズ、幸ナルカナ当時ニ至リテ、西洋ノ書ヲ翻訳シ、其ノ術ヲ弘ムルコトサカンニナリヌ、喜プベ
i シ、コレヲ以テ西洋ハ医学実ニ外治ノミ精密ナルニアラザルヲシルベシ、
和漢ノ医学ソノ道－一クハシト云輩卜云ドモ ミナ実見ニットメズ、徒－一空談ノミヲ以テ活人ノ病ヲ治療セントス、生ヲ得タル人々ハ幸ニシテ免タルモノヵ、万町琴坂ト云儒医和蘭陀’医治ヲアラハシテ、和漢ノ誤リヲ正シ、始メテ千古伝来ノ固泥ヲヤプル、一快ナラズヤ、スベ 西洋ノ人事実由来 求ム コト淵源ヲキハメザレパオカズ、
右の如きは進歩主義の人々の理解ある言葉であるが、一般の人々には西洋科学を理解することがむづかしかった。京都の学者猪飼敬所探仁時は、
今ノ蘭学ヲ為ス者云、漢土 説ハ臆説多シ、西洋ノ説ハ茨強スル者ニテ虚妄ナシト、是然 フズ、解体新書ナドニ人ノ作用ヲ論ズルモ、生時一一験スル アラズ、死後ノ推量ナリ、
とまけおしみのような言をなすも もあったが、識者は、はっきり西洋 物質文化の優越を認識した。それと同時に道徳などの精神文化においては東洋が優越しているから、この両者を兼ねることを、日本の態度とすべきことを説くものも輩出した。豊後日出 学者帆足万里 東潜夫論のうちに、
人倫ノ道ハ孔子ヲ大成トシ他教ノ及プ所－一アラネパ此ヲ取ル♂べ尤宜シキ理ナリ 天文地理医薬器械ナドノ学ハ西洋勝リタレパ、近来ハ専ラ西洋ヲ学ブ、是学者ノ能知ル所ナリ、
といい、佐久間象山は、
東洋道徳 芸、匡廓相依完二圏模一大地周囲 万里、還須
ν欠 コ 得 半 隅 一 無 、
といい、また文久二年幕府への上書には、
道徳仁義孝悌
忠
信等
の
教は
尽
く
漢
土聖人
員
記号、
天
文・地理・航海・測量・万物の謹・砲兵の技・商法・医
術・器械工作等は皆 を主とし、五世界
の
所長を集めて皇国の大学問を成し候義に御座候、
関学発遣の基盤及び契棋としての漢学
九
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蘭学発遣の基盤及び契機としての葉学
。
といっている。橋本左内は、また次の如くいった。
器械芸術苧長彼（仁義忠孝予長我一〉
橋本左内は緒方洪庵の塾で蘭方医学を学んだ人であるから、科学における西洋の優れていることは、よく認識したことであろう。同じ緒方塾の出身である福沢諭吉は、当時の蘭方医家か漢方医家をどう見ていたかについて、おもしろく述べている。
唯当の敵は漢法医で、医者が憎ければ儒者までも憎くなって、何でも蚊でも支那流は一切打払ひと云ふことは、何処となく定まって居たやうだ、儒者が経史の講釈しても聴聞しゃうと云ふ者もなく、漢学書生と見れば唯可笑しく思ふのみ、殊に漢医書生は之を笑ふばかりでなく、之を晋罵して少しも許さず。緒方塾の近傍、中ノ島に花岡と云ふ漢医の大家があって、其塾の書生は執れも福生と見え、服装 立派で、中々以て吾々蘭学生の類でない。毎度往来に出澄ふて回より言葉も交へず、互に脱合 て行違ふ其跡で、彼の様ア如何だい、着物ばかり奇麗で、何をして居るんだ、空々寂々チンプンカンの講釈を間て 其中で古く手垢 附せる奴が塾長だ、こんな奴等が二千年来垢染みた傷寒論を土産にし 国に帰って人を殺すと 恐ろしいぢゃないか。今に克ろ、彼奴等を根絶やしにして呼吸の音を止めて遣ろからなんて、ワイ／＼云た は毎度 事 あるが、是れ ても此等に如斯と云ふ成算も何 ない、唯漢法医流の無学無術を罵倒して蘭学の気焔を吐くばかりの事である。しかし蘭方医学が公に認められるまでには、容易 ない苦難の道をたどらなければ らなかった。多紀家を総師とす
る漢方医者たちは蘭方医学の発達流行するのを見て喜ばなかったことはいうまでもない。多紀氏は丹波康頼｜円融天皇の朝、医心方三十巻を撰す
l
の膏で、徳川幕府に仕えたのは安斎元泰雄均一望で、それから五代目の元孝棚一理訴の時多
紀氏と改めた。この元孝が明和二年四月十日諸医 子弟のために医学校を設くことを幕府に請願し、五月九日許可をえて、神田佐久間町二丁目天文台跡に地を貸与されて工事を起し、十一月九日講堂が落成し、これを騎寿館と名づけ、十二月七日若年寄松平摂津守忠恒より医道志あるもの勝手次第修業するよう達せられた。館主多紀氏 下に学政一切を掌る総理があり、都議・教授・薬園監・書記・童子あり、患者は都講が診 ら、諸生に診させて習熟させた。元孝の子元徳の時、寛政三 十月二十四日踏寿館を改めて幕府直轄の官立の医学館とすること、なり、多紀氏は館主を世襲する
， ，  
F
e E s
、
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ことを命ぜられた。かくて寛政四年正月二十五日官立医学館として開講された。正規の聴講生は官医（幕府の医者の総称）及びその子弟に限ること〉したが、特別の取扱として陪臣町医にも聴講を許した。神田の医学館は文化一コ年三月四日三度目の類焼にあい、同年秋、下谷新橋通向柳原に移転新築された。これが幕未まで続いた医学館である
D
幕府は嘉永二年三月令して、官医の蘭方使用を禁じ、かっ医書の出版は医学館の許可を得るを要すとなした。安政元
年幕府は右 取締令を解き、同五年七月将軍家定の病篤きに及び、伊東玄朴、戸塚静海、竹内玄同等の蘭方医の診療を求め、蘭医の勝利が決定的となっ 思えば医学について見ただけでも、容易でない対立競争が行われた。然し、いつの時代にも競争する対者の ることは、結局お互に進歩発展の契機となるものであり、それ以上のことはそ もの自体のレェゾン・デェトルに関することである。
序に蘭方医の学校のことを記しておこう。安政四年八月伊東玄朴・戸塚静海・坪井信良・大槻俊斎・箕作院甫・竹内
玄同・三宅艮斎・林洞海等江戸在住の蘭方医家八十四名相議して、神田於玉ケ池に種痘館を建て、蘭方医学講習の場にあてた。安政五年十月下谷和泉橋通に移転、万延元年十月幕府の直轄となりて種痘所と改称、大槻俊斎をあげて頭取とし、翌文久元年十月これを西洋医学所 改称した。
文久元年（酉）八月大槻俊斎より死刑の都度刑死人の男女二体、もし女なきときは男二体を解剖用として種痘所へ下
附せられんことを願い出た。周年十月廿日刑死人 種痘所に引渡すこと 出来ぬ、牢屋敷死刑場にて解剖すべしと令た。願書だけを左に示す。
解体之儀西洋医術之基礎ニ有之、本道之下科其外科共初心之者ハ勿論、医術熟練之者といへども少クモ壱年両三度ツ＼親敷剖観不仕候市ハ、医術研究ニ不相成候ニ付、同志之者申合、御刑罪有之侯節々男女両体ツ＼若又婦人無之侯節ハ男武体被下侯様、同志之者より石出帯万江願書差出、年来小塚原田向院於下屋敷蹄分致来申侯、然ル処追々公儀御医師井部屋住等、種痘所江出席仕侯儀ニ御座候、且又初心之者教導方井往々御用立候者出来侯様度々被仰渡候儀も有之 －一付、向後御用解剖之廉ニ被成下、前書之死体種痘所 江被下候様仕度、依之蘭科奥御医師弁神保伯嘗守申談此段奉願俣、以上、
商八月
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関学発達の基盤及び契機としての漢学文久二年俊斎残し、大阪より緒方洪庵が召されて西洋医学所頭取となり、学制を改めるところがあった。文久三年二
月医学所と改称、是年洪庵残し、長崎でポンペに師事した松本良順（蘭噂）が医学所頭取に挙げられて、更に学制を革新した。慶応元年医学所は和蘭学則に準拠し、理化学、解剖学、生理学、病理学、薬剤学、及び内科、外科の七科をおくこととなった。この医学所は維新後 大学東校となり 今日の東京大 の医学部の濫筋をなしたのである。
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蘭学事始（明治二年刊）下巻、十二了。呉秀三博士「シiボルト先生生涯及功業」六七一頁。??????「??????????﹈??中山久四郎博士、唐音芳、史学雑誌第二十八編十て十二号 唐音十八考、東京文理科大学文科紀要第三巻。訳司統譜、明治三十年穎川君平編纂発行。板沢武雄、江戸時代に於ける地動説の展開と其の反動、史学雑誌第五 二編第－号。訳司統譜、一二六頁。板沢武雄、古医方唱道の歴史的意義 中外医事新報千二百九十号、昭和十六年四月。華山全集第二、八六頁参看。三焦は上・中・下に分れ 上焦は心臓の下にあり、中焦は胃の中涜にあり、下焦は腸脱の上口にありて排池をつかさどるものとされた、実在しない観念的なものである。日本儒林叢書、史伝書簡部二四頁。帆足万里全集、 巻四一頁。象山全集、上巻所収写真。象山全集、上巻二四一頁。重野安緯撰、景岳橋本君碑に見ゆ。福翁自伝、福沢全集第七巻三八七頁。日本教育史資料第七巻、医学の部、 外医事新報昭和八年－月号、森潤三郎著「多紀氏と医
学
館」参看
。
徳川禁令考後緊巻三十六。
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